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われわれの遠い祖先の作 りあげた古い文化財は、わが国の歴史文化等の正 しい理解に

欠 くことができないものであり、また、将来の文化の向上発展の基礎をなす ものであり

ます。

われわれはその保存活用が適切に行なわれる様に努めなければなりません。そのため

には、 これら文化財の実態を把握することが大切であります。

本町では、西中国山地民具を守る会が中心となって民俗資料の収集に努め、昭和46年

波佐の山村生産用具 758点が国指定重要有形民俗文化財に、昭和 47年 221点が県指定有

形民俗文化財に指定され、民俗資料館及び歴史民俗資料館に収蔵展示 しているところで

すが、このたび、町内の埋蔵文化のうち現在までに調査 したものの記録を「金城町の文

化財」第 1集 として発刊することになりました。

本書が、町内における埋蔵文化財に対する理解 と認識を高める基点となるとともに、

教育、学術、文化振興ならびに郷土の歴史を知る重要な資料 として幅広 く活用されるこ

とを期待するものであります。

終 りに、本書発刊にあたり多大なご指導ご援助をいただきました島根県教育委員会を

は じめ関係者の皆様のご協力に対 し厚 くお礼申 しあげます。

昭和 58年 10月

金城 町教育委員会

教育長 水 崎  斉



ロ

1.本書は金城町内の文化財についてできるだけ多 くの人たちに知 っていただ くことを

目的に作成 したものです。

2.本書は金城町内の文化財のうち、古墳について特集 したものです。

3.本書に掲載 した遺跡分布図は隅田正三氏が作成 したものです。

4.本書で紹介 した古墳のうち、金田 1号墳は昭和 51年 に前島己基氏 (奈良国立博物館

技官、当時島根県教育庁文化課主事)ら によって発掘調査 されたものです。 この古墳

の石室実測図は前島氏によるものです。

5.金 田 1号墳、火塚平古墳の測量は、いずれもスケール 50分 の 1、 等高線 10 clllで 行

ないました。本書ではスケール 100分の 1で掲載 しました。

6.金田 1号墳、火塚平古墳の測量については宍道年弘氏の協力、助言を賜 りました。

7.出土遺物の実測は柳浦俊―が行ないました。

8。 出土遺物の図面は金田 1号墳出土の金環 (第 8図 )が原寸大、その他は 3分の 1で

掲載 しました。

9.出土遺物の写真は、土器が 3分の と、直刀が 2分の 1、 金環が現寸大で掲載 しまし

た。

lo。 遺物写真の番号は挿図番号 と同一です。 (例 えば、写真「 6-1」 は「第 6図 1」

の上器です。)

11.本書に掲載 した出土遺物は、すべて金城町立歴史民俗資料館に保管 されています。

12.本書の執筆、編集は柳浦俊― (島根県教育文化財団文化財主事)が行ないました。

例
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1.は じ

島根県那賀郡金城町は、北は浜田市、南は広島県芸北町に接 した細長い町です。山林

資源と水資源の豊富な所で、古 くか ら人々はこれを利用 して生活 してきました。

今か ら約 1,300年 前の古墳時代の人々にとっても、山と川は重要な生活の場であった

に違いありません。残念なことに、いまとなっては当時の人々の生活全部を知ることは

できません。 しか しなが ら、古墳の一つ一つについて詳 しく記録することによって当時

の社会、生活をかなり知ることができると思います。

本書では各古墳についてできるだけ詳細に記述 し、金城町の古墳時代を考える材料を

提供 したいと思います。

2.金 城 町 の 遺 跡

金城町内には現在 46ケ所の遺跡が確認 されています (第 1図 )。
きゆうなつき じようもスレ

旧石器時代の遺跡はまだ発見されていませんが、縄文時代と思われる遺跡は下長屋の

水佐古門遺跡、上来原の郷田門遺跡、小国の柿ノ木遺跡 (小国遺跡)、 波佐の槙ケ曽根遺

跡があります。 これ らの遺跡か らはいずれも磨製石斧が発見されていますが、土器が発

見されていないため詳 しい時期はわかっていません。石斧の形態か ら縄文時代のものと

想像できる程度です。出上 した石斧は水佐古門遺跡 (第 2図 8)の ものが現存長 6.4 clll、

刃部幅 4.7 cIIl、 厚 さ約 1.6 cm、 柿ノ木遺跡のもの (同図 9)が長さ 9,4 cll、 刃部幅 5。 1

clll、 基部幅 2.3 cm、 厚さ約 1.6 cm、 槙ケ曽根遺跡のもの(同図 10)が長さ10.l clll、 刃部幅

6.3 clll、 厚さ約 2.5 cmで す。 これ らの石斧はいずれも比較的小形で扁平であるのが特徴

です。それに対 し郷田門遺跡出上のものは第 2図 Hが現存長 14.l clll、 幅 4。 4 clll、 厚 さ 3

cIIl、 同図 12が長さ 17.3 clll、 刃部幅 4。 9 cm、 厚さ 3.l clllの 断面円形を呈 したもので、比

較的人形のものです。 これ らの遺跡はいずれも川を臨んだ山裾の緩斜面に立地 しており、

狩 りや木の実を集めるのに便利な場所と考えられます。なお水佐古門遺跡は奈良、平安、

江戸時代の土器 も出土 しています。

弥生時代の遺跡は今のところ発見されていません。,

゛
」

さるが ば ば      しもながや ひづ力どら

古墳時代の遺跡は金田 1号墳、金田 2号墳、猿ケ馬場古墳、下長屋古墳、火塚平古墳、
いまふく
今福古墳の 6基の古墳が確認 されていますが、そのうち金田 2号墳、猿ケ馬場古墳、下

かなだ かなだ
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長屋古墳は壊されて しまいました。古墳については後章で詳 しく述べますが、いずれも

径 10m前後、高さ1～ 1.5m前後の小円墳で、後期の古墳です。前期、中期の古墳はま

だ発見されていません。集落跡 もまだ発見されていませんが、古墳を作 った人々の住居

は古墳にそう遠 くないところにあったと思われます。

奈良時代、平安時代の遺跡は今のところ水佐古門遺跡 1つだけです。第 2図 1は高不、

2は甕療部 (底径 15.8 cm)、  3は不底部 (底径 5.2 cIIl)、 5.6は甕胴部で、いずれも

須恵器です。そのほかにも土師器が出上 していますが図示できません。すべて小片のた

め詳 しい時期はわかりませんが、 2と 3は平安時代でもやや新 しいものではないでしょ

うか。水佐古門遺跡出土土器の中でおもしろいものは、5の 内面の叩き目です。普通は 6

のように同心円状のものですが、5は放射状の叩き目です。このような叩き目は島根県で

は数例 しか見つかっていません。

鎌倉時代、室町時代の遺跡は、山城の跡が 9ケ所発見されています。北から乙明城跡

(本明城跡)、 皆合田代城跡、雲城城跡、金木城跡、小国城跡、火の迫城跡、花城跡、い雄 つ     みずみ
一本松城跡、水見城跡です。これらの城跡は充分な研究がなされていないため詳 しいこ

とは不明です。このうち最も注目できるのは一本松城跡です。この城は平安時代の終 り頃

河野氏という豪族によって作 られ、その後佐々木氏、小笠原氏と主が変わりなが ら室町

時代まで続いた城です。その規模は大きく、能義郡広瀬町富田城跡に匹敵するものとみ

られています。 この城で最 も重要な遺構は、用水を引いたと考え られる「水の手」と、
う濯 タ

四方をとりまく「畝堀」と呼ばれるものです。一本松城跡については西中国山地民具を守

る会が測量調査中であり、その結果が期待 されます。
たたら

江戸時代の遺跡としては主に餌跡があります。 これは近代以前の製鉄跡で、現在金城

町で23ケ所発見されています。北から乙明銅、藤ケ塔銅、白甲第 1銅、白甲第 2銅、者

負審炉、歌 炉、蘊娘ダ、ふ昌歩審銅、畠身讐炉、笑賛祢餌、贅粛銅、1涯遭移、薫鳥銅、
かもだに    はうじ    とちさげ いいのやな   くるめ   なぺたき
表谷ダ、膨示銅、栃下第 1銅、栃下第 2銅、栃下第 3銅、飯ノ山銅、来実銅、鍋滝第 1

折、鍋滝第 2銅、鍋滝第 3餌です。

そのほか、はっきりした時代は不明ですが、中世～近世にかけての遺跡 として菅沢墳
せス謝弟 び ぐ      かさまつとうげ

墓、千年比丘経塚、笠松峠石畳跡などがあります。菅沢墳墓は古墳の可能性 もあります。

以上が現在金城町で確認 されている遺跡です。 さらに詳 しい調査を行なえば、多 くの

遺跡が新たに発見できることと思われます。
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3.金 城 町 の 古 墳

金城町には今のところ金田 1号墳、金田 2号墳、猿ケ馬場古墳、下長屋古墳、火塚平

古墳、今福古墳の 6基の古墳が確認 されています。 これ らはすべて今福地区にあり、特
かな だ しもこう

に金田川流域 (金田 1号墳、 2号墳、猿ケ馬場古墳)、 下府川流域 (下長屋古墳、火塚

平古墳、今福古墳)に集中 しているといえます。

以下、個々の古墳について詳 しく述べていくことにします。

(1)金 田 1号墳  下来原金田1334-3(第 4図 図版 1)

金田川を北に見下ろす標高約 250mの 北に延びる丘陵の上にあり、西には県道金城

一 桜江線が走 っています。現在はたばこ畑の中に小山のように残 っています。 この

古墳は昭和 51年たばこ畑造成中に発見されましたが、すでに周辺部分が壊されて しま

第 3図 金城町内古墳位置図
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っていたため墳丘の形や周辺を廻 っている溝などについてはよくわかっていません。

地形測量を行なって残存状況のよい箇所を見ると径約 10m、 高さ約 1.5mの円墳では

なかったかと思われます。

主体部 (第 5図)昭和51年に発掘調査が行なわれ、埋葬施設 (主体部)は横か ら何

度でも埋葬ができる横穴式石室であるととがわかりました。 この横穴式石室は、遺体

を安置する部屋 (玄室)に通 じる通路 (表道)が入日か らみて左にかたよっている左
かたそで

片袖式横穴式石室 と 呼ばれるものです。すでに盗掘が行なわれてお り天丼石はすべ
そ〈へζ

てな く、側壁 も上部のほうはかなり抜きとられていました。そのため石室の規模を正

確に知 ることはできません。玄室の規模は石室床面で測った場合、玄室長 3.15m、 玄

U                       5m

第 4図 金田 1号墳墳丘実測図
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0                   2m

第 5図 金田 1号墳石室実測図

室奥璧幅 1.9m、 羨道と玄室の境部分の幅 1.55mで した。高 さは西側壁で lm、 東側

壁で 1.56mで した。羨道部分は調査できなかったため詳 しいことはわかりませんが、

玄室の入国の部分 (玄門)で幅 0.5mを測 りました。右側壁は奥壁 と約 90度の角度で、

左側壁は奥壁と約 85度の角度で交っているため、平面形は台形を呈 しています。玄室

はだいたい東南を向いており、その長軸中心線の方位は北-22度 =西です。
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玄室は自然石をわずかに加工 した程度の石を使い平担な面を内側に向けて組まれて

います。奥壁は盗掘のために西側最下段の石が 1枚だけ残 っていました。この石は幅

53 cm長 さ 53 cmの 大きさで、ほぼ垂直に立てられていました。

右側壁は、やはり盗掘のため上部の石は抜き取 られていましたが、遺存状況は比較

的良好です。最下段には長さ60～ 100 cm、 幅 30～ 45 cmの 比較的大きな石を横積みに

し、上面の高さをそろえています。一番奥の石の上には長さ 43 cm、 幅 50 cmの石がお

かれており、その上に天丼石があったのではないかと思われます。最下段の石のうち

奥から3枚 目の石は、長さ 83 cm、 幅 30 cmと やや小 さいもので、上面をそろえるため

にその上に、長さ43～ 77 cm、 幅 14～ 33 cmの 石を 3個横積みにされています。そし

てその上には、長さ 33～ 54 cm、 幅 15～ 25 cmの石が上面の高さをそろえて横積みさ

れてあります。 さらにその上に 3段 日と同 じ大きさの石が横積みにされていたようで

す。石と石とのすき間には小さな石を詰めて補強 しています。 この壁はほぼ垂直に作

られています。

左側壁は、右側壁ほどていねいに作 られていません。盗掘のため奥半分は石が抜き

取 られています。最下段は長さ 78～ 84 cm、 幅 36～ 40 cmの不整形な石を横積みにし

上面の高さをそろえようとしていますが、やや不揃いです。その上に大ノ1ヽ さまざまな

石を 2～ 3段横積みにしています。 この壁 もほぼ垂直に作 られています。

羨道部は前述のように未調査のため詳 しいことはわかりませんが、最下段には玄室

のよりやや小 さい石を横積み しているようですき玄門の部分には7～ 33 cmの大きさの

河原石を積んで玄門を閉 じています (閉塞石)。

袖石の状況はよくわかりませんが、長さ 15～ 45 cmの石を 3個並べています。

玄室の東南隅には玄室の長軸方向に沿って長さ約 1.45m、 幅約 0,4～ 0.55mに わ

たって 15～ 45 cm大 の河原石が敷かれており、その上から頭骨が検出されたことか ら、
ししよう

この石敷は死体を置 くためのベット (屍床)と 考えられます。なお頭骨は分析 してい

ないため、性別、年齢など不明です。

玄室内からは、盗掘されているにもかかわらず、比較的多 くの副葬品が出土 しまし
ちこくとう きス肋勇

た。そのほとんどは土器ですが、その他に鉄製の直刀が 1振 り、金環 (耳飾 り)が 1

個出土 しています。遺物については後で詳 しく述べますが、 この中で特に注 目すべき

は石敷の屍床の周辺か ら出土 した鉄製直刀と青灰色を した硬質の須恵器と呼ばれる土

器です。直刀は頭骨の北側約 10 cmの 位置に石室長軸方向に直交 して置かれ、第 6図 に

示す須恵器提瓶は頭骨の南側約 20 cmの 位置に置かれていました。 さらに石敷の屍床の

東側には、第 6図 5。 6.14の須恵器蓋不が置かれていま した。 これ らは屍床または
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石室床面のほぼ直上か ら出土 しており、埋葬時の状況とほぼ変わっていないと思われ

ます。以上のことか ら考えると、遺体は石敷の屍床の上に安置され頭の上方に直刀を、

胸には提瓶が置かれ、左足 もとには蓋必が置かれていたと考えられます。また、赤褐

色を呈 した土師器 と呼ばれる素焼きの上器 (第 6図 1.2)は 玄室西南部の玄門に近

いところか ら出土 しています。 これも床面直上か ら出土 していることか ら、埋葬当時

のものと考えられます。その他の須恵器、金環は、玄室の奥か ら出土 していますが、

いずれも床面から浮いた状態で出土 しており、埋葬当時の状況ではないと思われます。

おそらく盗堀の際に荒 されたもので しょう。

出土遺物 (第 6図 図版 2.3-1・ 2) 出土遺物は、須恵器 (ろ くろを使 って

作 られ登 り窯で焼かれた青灰色の硬質の焼物)17個を中心に、土師器 (赤褐色を した
ちよくとう きスカ勇

素焼きの焼物)2個 、鉄製の直刀 1振 り、金環 (金 メッキを した環状の耳飾 り)1個
が出上 しています。第 6図 1.2は 土師器の婉 (茶婉)です。その他は須恵器で、第

6図 3～ 14は蓋不 (茶婉 )、 同図 17、 18は 高不 (食物を盛るもの)、 同図 15は 、長
い於E種                        ねTミ心
頸壷 (飲物を入れるもの)、 同図 19は提瓶 (水筒のようなもの)です。

土師器の不は 2個出土 しています。第 9図 1は、日径 13.6 clll、 高 さ 5.5 clll、 2は 国

径 14 cm、 高 さ 6.3 clllを 測 ります。ともに底部は丸く、体部は内湾 して伸び口縁部は短 く

外反するヘルメットのような形態を呈 しています。いずれも風化が著 しく、 1の 日縁

部外面 にヨコナデ調整が認められる以外は調整不明です。両者とも胎土は砂粒がほとん

ど含まれず、焼成は良好で茶褐色を呈 しています。

須恵器は蓋、不、高不、長頸壷、短頸壷、提瓶があります。蓋 (第 6図 3～ 6)は、

4個体出上 しており口径 10.5～ 12.6 cm、 高さ 2.5～ 4.4 clllで 、 3～ 5は天丼部が丸

く、日縁部は緩いカーブを描きながら「ハ」の字形に垂れます。 3は器高は低 く扁平

で、国縁部内面に短いかえりがつきます。 3の天丼部にはヘラ削 り調整が施されます

が、 4.5.6は 未調整です。また 3.5.6の 天丼部内面には、一定方向の簡単な

ナデ調整が施されています。その他の部分は回転ナデ調整が施されています。いずれ

も胎土には砂粒が含まれ、焼成は 31.18は 良好ですが 3.5は 不良でもろいもので

す。色調は 4が灰色、 6が暗灰色を呈 し、 3.5は 白灰色を呈 しています。なお、 6

の天丼部には「ノ」のヘラ記号が見られます。

不 (同図 7～ 14)は 8個体出土 しておりいずれも医部が丸 く受部とたちあが りを有

する形です。日径 10～ 11.6 cm、 高さ 3.5～ 3.9 cmの やや大型のもの (同図 7～ 11)

と、日径 8.6～ 9。 l cm、 高さ 3.1～ 3.2 clllの 小型のもの (同図 12～ 14)と に分けら

れます。前者はいずれ もたちあが り部がやや短 く内傾 しています。後者は 8の たちあ
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z生:三Ξ三正三二堅≧逃ぃ 6

図 金田 1号墳出土土器実測図
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りがやや高いほかはいずれ もたちあが り部は非常に短 く内傾 しています。調整は 7

の底部全面と 8の 底部周辺に回転ヘラ削 り調整が施 される他は未調整です。また、

7.8.12.13.14の ほ部内面には一定方向のナデ調整が施 されています。他の部

分にはいずれも回転ナデ調整が施されています。胎土にはいずれも砂粒が含まれてい

ます。焼成は 12.14は不良ですが他は良好で、色調は 8が灰色、 9.11が 暗灰色、

7.10。 13が暗青灰色、 12,14が灰色を呈 しています。

高不 (同図 17.18)は 2個出上 していますが、全形を窺えるものは17のみです。

17は 口径 14 cm、 脚端径 9.8 cIIl、 高さ 8.8 clllを 測 ります。無蓋で、脚部はラッパ状に

大きく開き、端部は丸いままです。不部はほ部がほぼ平担で、口縁部は内湾 しなが ら

伸びます。調整は不部底部外面に回転ヘラ削 り調整、同医部内面に不整方向のナデ調

整が施される他は回転ナデ調整で仕上げられています。 18は脚部小片です。脚端径 9

cmを浪1る ものです。 ラッパ状に大きく開き、端部は平担です。端部のやや上方には断

面三角形の凸線文が廻 っています。調整は全面回転ナデ調整が施 されています。両者

とも胎土には砂粒が含まれ、焼成は良好で色調は灰色を しています。

長頸壷 (同図 15)は 1個 出上 していますが、口縁部のみで全形を窺えるものではあ

りません。口径 9.7 cmで 口縁部は緩やかに外反 して長 く伸び端部は丸いままです。調

整は頸部外面にカキロ調整が施される他は回転ナデ調整が施されます。全面にうす く

自然釉がかっています。胎土には大粒の砂粒が含まれ、焼成は良好で暗青灰色を呈 し

ています。

短頸壺 (同図 16)も 1個 だけ出土 しています。口径 8.4 cm、 高さ約 12 cmを測るもの

で、口縁部は直立気味に短 く伸び、肩部はやや張 っています。底部は丸底です。調整

は底部外面に回転ヘラ削 り調整、外面の頸部か ら胴部にかけてカキロ調整、その他の

部分は回転ナデ調整が施されています。胎土には砂粒が含まれ、焼成は良好で青灰色

を しています。

提瓶 (同図 19)も 1個 だけ出土 しています。国径 8.l clll、 高さ21.4 cmを測 ります。

頸部は細 くしまり、国縁部は大きく外反 し端部は平坦面を作ります。胴部は正面がほぼ

第 7図 金田 1号墳出土直刀実測図

円形、側面がだ円形を し

ています。頸部には一条

の沈線文が廻 っています。

調整は、胴部片面に回転

ヘラ削 り調整が施される

他は回転ナデ調整で仕上
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げられています。なお口縁部か ら頸部にかけて厚い自然釉がかか

っています。胎土には砂粒が含まれ焼成は良好で青灰色を してい

ます。

第 7図は鉄製の直刀です。切先と茎端部は欠損 していますが、
衰ち

現存長 27.9 clll.刃 幅は切先に近い部分で 2.6 cIIl、 関に近い部分で  0     2 cm

―

2.9 clllを 測 ります。茎幅は 2.l cmで す。

金環は 1個だけ出土 しています (第 8図 )。 径 2.3 cm、 断面径  て豊選出全曇
0,7 cmを 測 ります。本来は全面に金箔が施 されていたものですが、 環実測図

現在では金箔はほとんど剥げ落ちて しまっています。

古墳の年代 出土 した土器は 6世紀終 りか ら7世紀初め頃のもの (第 6図 3.4.
7～ 9.12)と 、 7世紀前半頃のもの (同 図 5.6.10。 11,13.14)の 2つ

の時期に大きく分けることができます。このうち 5。 6.14は石敷の屍床の周辺から出

上 しています。

出土土器から、金田 1号墳は6世紀の終り頃か ら7世紀初めの頃の間に作 られ、埋葬

が行なわれたことがわかります。そして、 7世紀前半頃になって再びこの古墳が開け

られ先に葬 られた人の近親者が埋葬 されたものと考えられます (追葬)。 しか し、そ

の後に追葬された痕跡がみられないことか ら、この古墳は 7世紀前半以降は埋葬が行

なわれなか ったと思われます。

9)金 田 2号 墳 下来原金田1334-3(図版 1-1.3-3)

1号墳と同 じ丘陵上の先端にあり、 1号墳の北約 100m離れたところにあったと思

われます。たばこ畑造成の時に発見されましたが、発見された時にはすでに壊されて

しまっていま した。鉄製の直刀 1振 りが採集 されたことと、石が散乱 していたことな

どか ら、ここに古墳があったことがわかる程度です。

主体部 造成中にここか ら多 くの石が出上 したことか らこの古墳の主体部は、 1号

墳 と同 じように、横穴式石室ではなかったかと思われます。

出土遺物 遺物は鉄製の直刀が 1振 り採集 されています (第 9図 )。 切先の部分と

茎の部分がばらばら

に採集 されたため、

全形はわかりません。 ¨

長さは不明ですが、

茎の幅は 2.5 clllで す。 第 9図 金 田 2号墳出土直刀実測図
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古墳の年代 土器が出土 していないため詳 しい年代は不明ですが、主体部が横穴式

石室だったなら、この古墳は 6世紀後半か ら7世紀にかけて作 られたものではないで

しょうか。

さる が ば ば

は)猿 ケ馬 場 古 墳  下来原金田朝草原 (図版3-4)

金田川を南西に見下ろす標高約 230mの丘陵上にありましたが、昭和 38年に畑地造

成のため壊されました。この丘陵はほぼ東西に延びる低丘陵で、古墳は南側の斜面に

土まん じゅうのようにあったそうです。ここか ら南を臨めば、金田川を狭んで金田古

墳のある丘陵が見えます。

主体部 主体部は不明ですが、造成中にこのあたりか ら20～ 30 cll大の石が多 く出

土 したことか ら考えると、 この古墳の主体部は横穴式石室ではなかったかと思われま

す。現在は牧草地となっており、天丼石と思われる石が残るだけですが、 この部分は

さほど深 く削 り取 っていないとのことであり発掘調査を行なえば石室の基底部や、溝

が検出される可能性が充分あります。

第10図 猿ケ馬場古墳出土土器実測図

出土遺物 (第 10図)遺 物は須恵器の蓋不や

長頸壷などが出上 したそうですが、散逸 して し

まって現在 はありません。第 10図 に示す土器は

古墳の盛土 を捨てたという場所か ら採集 され、

古墳内に副葬 されたものと考えられます。 この

土器は須恵器の壷の底部破片で、現存部の最大

径 16.9 cmを 測 ります。調整は外面に回転ヘラ削

り調整、内面に回転ナデ調整が施されています。胎土は粗 く砂粒が少 し含まれ、焼成

は良好で暗灰色を呈 しています。

古墳の年代 出土土器がほとんどないため詳 しい時期は不明ですが、採集された土

器か ら、 6世紀後半か ら7世紀代に作 られたものと思われます。

(4)~下 長:這五茫譴責  下長屋河角セド山1082-3 (図版4-1)

下府川を南に見下ろす丘陵の先端にあった古墳ですが、宅地造成のため消滅 して し

まいました。この丘陵は本来はほぼ南北に延びる丘陵で、現在県道金城 ―桜江線の北

西約 200mの位置にありました。現在は宅地となっており、古墳の痕跡はまったくあ

りません。造成前はこの丘陵上に高さ約 1.3m、 径約 4mの上まん じゅうのようなも

のがあったそうですが満などの周辺施設は認められなかったとのことです。
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主体部 墳丘上には 20～ 30 cm大の石が 4.5個散乱 していたことを考えると、主体

部は横穴式石室ではなかったかと思われますが詳 しいことは不明です。

土器は墳丘を約 lm掘 ったところか らまとまった状態で出土 したそうです。 しか し

なが ら、正式な発掘調査が行なわれなか ったため正確な出土状態は不明です。

出土遺物 (第 11図 図版 4-2)須 恵器の蓋不、把手付椀が採集 されています。

蓋 (第 11図 1～ 4)は 4個体出土 しています。日縁部内面にかえりがつかないもの

(同図 1～ 3)と 、内面にかえりがつ くもの (同図 4)があります。前者はいずれも

国径 14.1～ 15 cll、 高さ4～ 4.5 clllの 大型のもので、丸味を持 った天丼部か ら、画縁

部は緩やかな力

―ブを描いて垂

れ、口縁端部は

ほぼ直立 してい

ます。いずれも

天丼部外面は簡

単 にナデ調整が

施 されますが、

ヘラ切 り痕がよ

く残っています。

天丼部内面には、

一定方向または

不整方向の簡単

なナデ調整、他

の部分には回転

ナデ調整が施さ

れています。い

ずれも胎土には

大粒の砂粒を含

み、焼成は良好 |

です。色調は 1.

3が青灰色、 2

が灰色をしてい

ます。なお、 3 第 H図 下長屋古墳出土土器実測図

【≦≦ΞΞ三三亘I三耳

H彎

聖当bb4

0                       10cm
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の断面は茶褐色です。後者は日径 10.6 clll.高 さ 2.l cmの 小型で、国縁部内面に短いか

えりがついています。天丼部にはつまみがつ くと思われますが、破片のためつまみの

形状は不明です。調整は天丼部外面に回転ヘラ削 り調整、天丼部内面に不整方向のナ

デ調整、その他の部分に回転ナデ調整が施されています。

不 (同 図 5～ 9)は 6個体出土 しています。日径 12～ 13.7 clll、 高さ 3.7～ 4.6 clll

と、いずれも大型のものです。いずれも底部は丸底風で体部は緩いカーブを描いて伸

び、受部は短 く上外方に伸びています。たちあが りはやや短 く内傾 していますが、 5.

6。 8のたちあが りは比較的長い。底部外面の調整は 5に回転ヘラ削 り調整が施され

ます。他の不の底部にはほとんど調整が施されず簡単なナデ調整か、ハケロ状の調整

痕がみられる程度で、ヘラ切 り痕が明瞭に残 っています。また 6.9以 外のものの底

部内面には一定方向または、不整方向の簡単なナデ調整が施されていますが、 7に は

非常にていねいなナデ調整が施されています。いずれも胎上には砂粒が含まれ、焼成

は良好です。色調は 5.6が 灰色、 7。 9が暗灰色、 8が暗青灰色、10が青灰色を呈

しています。また 9の断面は茶褐色です。

把手付婉 (同図 27)は 1個体のみ出上 しています。用途はよくわかりませんが、食

物を盛 ったものと思われます。口径 13.8 clll、 高さ 10 clllを測 ります。底部は丸底で体部

はほぼ垂直に伸び、口縁部近 くでわずかに外反 しています。底部と体部の境には断面

四角形で、長 さ約 8.5 cIIlの 牙状の把手が貼付けられています。調整は底部外面にろく

ろを使わないヘラ削 り調整、体部外面にカキロ調整、口縁部か ら体部内面に回転ナデ

調整、底部内面に不整方向のていねいなナデ調整が施されています。把手は手捏ねに

よって作 られておリナデ調整が施されています。胎土には砂粒が含まれ、焼成は良好

で青灰色 (一部灰色)を呈 しています。

古墳の年代 これらの上器は、 5が他のものよりやや古いように思われますが、調

整や形態か らだいたい 6世紀の終 り頃か ら7世紀初め頃のものと考えられます。また

4は この中では一番新 しく7世紀前半頃のものと考えられます。 このことから、下長

屋古墳は 6世紀の終 りか ら7世紀の初め頃に作 られ、埋葬が行なわれたことがわかり

ます。 しか し、 7世紀前半に再び埋葬が行なわれたかどうかは、土器の出土状況が不

明のためよくわかりません。
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(5)火 坊〔I子荘「士責  下長屋河角ヒツカ平 1081-1(図 版5)

下長屋古墳か ら東に約 500mほ ど離れた丘陵の南斜面にあります。古墳の南には、

下府川が流れています。

水田を開墾 した際にこの丘陵の山裾をかなり削っており、古墳の南側約 3分の 1が

壊 されています。墳頂部にも盗掘された時の穴がありますが、遺存状況は比較的良好

です。地形測量の結果、 この古墳は径約 8m、 高さ約 1.6mの円墳で、古墳の北狽1

(山側)に は幅約 3mの溝があることがわかりました。

主体部 (第 12図 図版 6)主 体部は横穴式石室ですが天丼石が崩れ落ちているた

め詳 しい形や規模はわかりません。観察できた範囲では、奥壁の幅が約 0.6m、 高さ

は 0.6m以上あると思われます。側壁は西側で 0。 8m、 東側で 0.6m確認 したにとど

まりました。奥壁と西側壁とはほぼ直角に交わりますが、東壁は約 100度の角度で交

わっており入口に近い部分がわずかに開いています。玄室は東南を向いており、その

長軸中心線の方位は、だいたい北-19度―西です。玄室は自然石をわずかに加工 した程

度の石を使い、平坦な面を内側に向けて組まれています。土砂が流れ込んでいるため

基底部の状況は不明ですが、最下段は比較的大きな石を使 っているようです。

奥壁は下段に平坦で比較的大きな石 (40 clll X 30 cm以 上の石と 30 clll以上 × 20 clllの

石)を 2枚立てて並べ、その上に横長の石 (50 cIIl× 5～ 10 clll)の平坦面をそろえて

2段に重ねています。そ して天丼石とのすき間は、小形の板状の石 (25 clll X 30 cIIl)

が 2個押 し込まれたような状況で塞がれています。最上段の石はわずかに石室内面に

せり出していますが、奥

壁はほぼ垂直に作 られて

す。

右側壁は下方に約 60clll

×約 30 cIIlの 石をやはり横

積みにしています。そし

て天丼石とのすき間には

約 25 cm X約 10 clll前 後の

石を詰めています。 この

壁はわずかに内側に傾い

ていますが、構築当時か

ら傾いているのか、構築 第 12図 火塚平古墳石室略測図
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0                      5m

第 13図 火塚平古墳墳丘実測図

後傾いたものなのかはわかりません。

左側壁は土砂のため下方の石の状況はわかりませんが、約 60 clll× 約 15 cIIlの 石を 2

個横積みにし、その上に 50 cm以上 ×約 15 clllの 石を横積みにしています。石 と石との
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すき間には、小さな石を詰めて補強 しているようです。この壁は最上段の石がせり出

していますが、構築当初はほぼ垂直に作 られていたと思われます。

出土遺物 遺物は今のところ検出されていません。

古墳の年代 土器が出土 していないためこの古墳が作 られた時期はよくわかりませ

んが、石室の構造などからみて 6世紀後半から7世紀にかけて作 られたものではない

で しょうか。

(6)吟ドイ冨荘註責  久佐塚神畑ハ32の 1 (図版 7)

火塚平古墳の東約 930mに位置する丘陵の西斜面にあります。この丘陵はほぼ南北

に延びており、北には下府川を臨んでいます。下府川を狭んだ北側には今福の五十石

部落がみえます。 この古墳はすでに盛土がかなり取 り除かれており、原形をとどめて

いません。現在では径約 3.5m、 高さ約 lmの土まん じゅうのような高まりが残って

いるだけです。

主体部 石が多 くみられることか ら、主体部は横穴式石室ではないかと思われます

が、現状ではどのような構造をしているのかは不明です。なお、近 くにこの古墳の天

井石とみられる 0,7× 1.lmの 板状の石が 1個 あります。

出土遺物 遺物は今のところ検出されていません。

古墳の年代 土器が出上 していないためこの古墳が作 られた年代はよくわかりませ

んが、主体部が横穴式石室なら6世紀か ら7世紀にかけて作 られたものと思われます。

4. に

何万年 もの狩猟、漁掛の生活を経て (旧石器時代、縄文時代)約 2,300年前に朝鮮半

島南部か ら北九州地方に稲作が伝わると短期間に東北地方まで稲作が広がりました (弥

生時代)。 稲作によって生活が安定するとともに権力を持つ者が現われ、大きなお墓を

作 ることによってその権力を誇示するようになりました。 このようなお墓 (古墳)がだ

いたい 4世紀か ら7世紀にかけて全国で多 く作 られましたが、この時代を古墳時代と呼

んでいます。

古墳時代は約 400年 の間続きましたが、最初のころの古墳と後のころの古墳では性格

が変化 しています。古墳時代前期には各地域で絶大な力を持 った首長だけが古墳に葬 ら

れていましが、古墳時代後期になると前期には古墳に葬 られることができなかった人々

り
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が古墳に葬 られるようになります。後期の古墳は小さな土まん じゅうのような古墳が多

く、全国の古墳の大多数はこのような後期の小古墳だといわれています。

金城町の古墳研究は進んでおらず未発見の古墳 もあるかと思いますが、現在知 られて

いる古墳 6基はすべて上述の後期古墳です。

金城町内の古墳の分布をみて興味深いのは 6基の古墳がすべて下府川とその支流 (金

田川)に集中 していることです。もちろん将来他の地域で古墳が発見される可能性はあ

りますが、 この地域に特に集中 していることは確かで しょう。 この下府川の下流の浜田

市国分町下府には、大きな横穴式石室を持つ片山古墳や、下府廃寺など多 くの古代遺跡

が集中 し、同市周布町、益田市東部などとともに古代石見の中心の 1つ と考えられてい

るところです。このことか ら古代には、下府川は重要な役割を果 していたのではないか

と思われます。そして、その上流の今福地区も重要な土地だったのではないで しょうか。

さらに注目できることは、金田 1号墳の主体部が片袖式横穴式石室であることです。

石見地方山間部の横穴式石室は羨道部と玄室の区別がつかない無袖式横穴式石室が多 く

この石室は数少ない形式と言えます。この地方の無袖式横穴式石室が山陽地方山間部の

影響を受けたものなら、金田 1号墳は別の地方の影響を受けて成立 したことになります。

また、金田 1号墳の石室は火塚平古墳、今福古墳の石室と比べてかなり大きなことが

わかります。 このことか ら金田 1号墳に葬 られた人の勢力は他を圧倒 していたと考えら

れます。

以上、かなり推測を混 じえて金城町の古墳について述べてきました。古墳時代は文字

がまだ充分に普及 していなかった時代で、地域の歴史を調べる上で古墳は極めて貴重な

歴史資料と言えます。上述のように古墳は歴史を雄弁に語って くれます。 しか し、現在

私たちが知 りうることはまだまだ少な く、将来研究が進むにつれてもっと多 くのことが

わかってくることで しょう。将来の研究に備え、現在残 っている古墳を大切に保存 しな

ければなりません。
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図版 3

1.金田 1号墳出土直刀

3.金田 2号墳出土直刀

2.金田 1号墳出土金環
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図版 6

1.火塚平古墳石室

2.火塚平古墳奥壁
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